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茂
木
氏
は
ま
ず
、

「
新
興
国
に
進
出
し

た
際
の
企
業
を
取
り

巻
く
リ
ス
ク
は
無
限

に
あ
る
」
と
し
た
上

で
、
「
そ
れ
で
も
な

お
、
新
興
国
に
は
進

出
す
る
だ
け
の
価
値
が
あ

り
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
」
と
強
調
。
近

年
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
納
入
先
か

ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
海
外
に

進
出
す
る
企
業
も
あ
る
。
そ

う
し
た
場
合
に
最

も
危
険
な
の
は
、

進
出
を
急
ぐ
あ
ま

り
、
念
入
り
な
調

査
や
規
定
を
準
備

し
な
い
ま
ま
に
進

出
し
て
し
ま
う
こ

と
、
と
指
摘
し

た
。

　
ま
た
、
近
年
の
国
際
情
勢

の
変
化
に
つ
い
て
触
れ
、
民

族
・
宗
教
問
題
の
高
揚
や
、

国
際
機
関
な
ど
の
機
能
の
低

下
、
地
域
・
国
間
の
貧
富
格

差
の
拡
大
を
挙
げ
、
特
に
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
に
つ
い
て
は
、
「
高
度
情

報
化
に
よ
り
情
報
過
多
の
傾

向
が
あ
り
、
風
評
が
瞬
時
に

広
が
っ
て
し
ま
う
」
と
述

べ
、
注
意
を
促
し
た
。

　
新
興
国
の
リ
ス
ク
と
し
て

は
、
「
労
務
管
理
に
苦
労
し

て
い
る
企
業
が
多
い
」
と

し
、
急
速
な
賃
金
上
昇
へ
の

対
策
や
、
手
厚
い
労
働
者
保

護
の
必
要
性
な
ど
を
挙
げ
な

が
ら
、
「
労
務
管
理
に
関
し

て
日
本
は
独
特
の
文
化
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
海
外
で
は

対
応
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
。
カ
ン
ト
リ
ー

リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
「
政

府
の
出
し
た
情
報
で
も
予
断

を
持
た
ず
に
検
討
し
、
定
期

的
に
見
直
す
こ
と
が
重
要

だ
」
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
自
然
災
害
リ

ス
ク
や
環
境
リ
ス
ク
、
交
通

事
故
、
治
安
問
題
な
ど
幅
広

く
解
説
し
た
茂
木
氏
は
「
新

興
国
の
リ
ス
ク
は
確
か
に
多

い
が
、
そ
の
中
で
も
多
く
の

日
本
企
業
が
安
定
的
に
利
益

を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
日

本
人
の
順
応
力
と
危
機
管
理

能
力
の
な
せ
る
技
だ
。
自
信

を
持
っ
て
進
出
し
て
ほ
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
保
険
代
理
店
の
藤
田
組
は
７
月
12
日
、
日
本
橋
倶
楽
部
（
東
京
都
日
本
橋
）
で
第

13
回
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、　
東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
上

席
主
席
研
究
員
の
茂
木
寿
氏
が
「
新
興
国
各
国
の
隠
れ
た
リ
ス
ク
と
懸
命
な
対
策
～

多
様
化
す
る
リ
ス
ク
と
今
後
予
想
さ
れ
る
新
興
国
で
の
新
た
な
リ
ス
ク
と
は
」
を
テ

ー
マ
に
解
説
し
た
。
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
へ
の
海
外
進
出
を
進
め
る
企
業

が
留
意
す
べ
き
リ
ス
ク
に
つ
い
て
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
た
。
会
場
に
は
海

外
事
業
に
携
わ
る
企
業
の
担
当
者
ら
が
参
集
し
た
。

藤田組

「
新
興
国
の
隠
れ
た
リ
ス
ク
と
そ
の
対
策
」テ
ー
マ
に

海
外
進
出
企
業
の
留
意
点
を
具
体
例
交
え
解
説

セミナーのようす

茂木氏

第13回企業セミナーを開催


